


 
当社グループにおきましては、利益率向上を意識した営業活動と内制化の推進を徹底いたしました

が、催事関係の利益率が伸び悩んだことと動画コンテンツの制作や配信等に関する外注費の計上があ

り、売上総利益が 1,570 百万円（前期比 96.0％）となりました。また、当連結会計年度におきまして

は、提案活動の活発化に伴い営業活動費用が増加したほか、徳島・香川トモニ市場の再開に向けた初

期費用に加えて、新規事業における販売商品に関するプロモーション費用や営業力・提案力強化を目

的とした社内 DX の推進費用を計上したことから、販売費及び一般管理費が 1,533 百万円（前期比

104.5％）となった結果、営業利益は 37 百万円（予想比 20.0％、前期比 22.5％）、経常利益は 62 百

万円（予想比 29.9％、前期比 33.4％）となりました。 
当連結会計年度におきましては、連結子会社の事業用資産に関して減損処理を行い固定資産の減損

損失 68 百万円を特別損失に計上し、さらに、当社グループの繰延税金資産に関して 43 百万円を取り

崩した結果、親会社株主に帰属する当期純損失は 74 百万円（前期は 136 百万円の親会社株主に帰属

する当期純利益）となりました。 
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